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ここで，内生変数の Y, R, Eはそれぞれ，自国の実質 GDP，自国の実質金利，自国通貨建て実質為替
レートの自然対数値である。短期経済を考えるので，物価水準は一定かつ期待インフレ率はゼロと
する。また，Rfは外国の実質金利， Mは実質貨幣供給量である。 Rfは当面所与の定数と考える。 I(R), 


















いると近似的に考えるのは妥当な選択であろう。これにより， （２）式より， LMバランスは 
と書け， 
   （４）
をその陰関数とする。ただし， である。また，貨幣供給 Mについては，本稿では議論し
ないので省いた。 （４）式を （１）式と （３）式に代入すれば，この経済系は， 
  （５） 
 （６）
と縮約できる。
　まず判断の基準として， Marshall-Lerner条件が大域的に満たされた場合，すなわち，任意の Eに対し， 
が満たされた場合の（５）-（６）の動学を簡単に調べてみる。(Y, E)-平面を考える。 =０曲線の傾き
は，単純な計算により， 
なので， = ０曲線は常に右上がりである。他方， （６）式より， = ０曲線は垂直な直線である。し
たがって均衡は存在すれば一意的である。以下その存在を仮定し，それを主均衡と呼び， P = (Y＊, E＊)
と表記しよう。均衡に「主」をつけるのは，非線形性を導入したとき，複数均衡が発生するので，新


























































> E＊ > E-となる２つの数 E
-


















た，煩雑さを回避するために記号はそのままで， （10）式の ε =０のときの主均衡 Pを原点 O=(０,０)







ただし， a > ０, θ> ０, α> ０, β> ０, γ> ０である。便宜上， (Y, E)-平面を３つの領域に分割してお
こう。 
　このモデルは，パラメータの制約を除けば，区分線形版の Duﬃng方程式と類似の構造をもってい
ることが分かる。 Duﬃng方程式の概観については， Guckenheimer and Holmes （1983）などを参照せよ。
以下でこのモデル （11）-（13）について議論する。 
６　外国に景気循環が存在しない場合
　外国で景気循環が発生していない場合は， （12）式において， ε= ０となる。このとき (Y, E)-平面
上で，Y
・
 = ０曲線と E
・











と書く。 O ∈ VO, PL ∈ VL, PH ∈ VHであることに注意する。 PHを「円安均衡」，PLを「円高均衡」と呼
んでもよいであろう。各副均衡に対応するヤコビ行列は， 
  （14）
となる。パラメータの条件から， PHと PLは共に沈点であることが分かる。仮に，  = ０のとき
PHと PLは渦心点（center）となることに注意する。十分小さな正の に対しては，具体的には，
となる に対して PLは，また， となる に対して PHは渦状沈点となる。
以下では十分小さな を想定する。これは，限界貯蓄性向が低く，投資の金利弾力性が小さく，かつ，
LM曲線が水平に近い（流動性の罠のような状態）といった状況に対応する。 




 α=β=γ=θ= ω = １,　  = ０.１. （15）
黒の領域の内部が PH = (０, ２) ∈ VHの吸引鉢を，白の領域内部が PL = (０, -２) ∈ VLの吸引鉢を表す。


























　さらにεを大きくとって，ε= 0.34のところで，解軌道の (Y, E)-平面への射影を図３に示す。以下，
図 2： 円安均衡 PH = (0, 2)の吸引鉢と円高均衡 PL = (0, -2)の吸引鉢。図の黒い部分が PHの，白い部分が PLの吸引





つのε= ０のときの均衡 PH, O, PHを取り巻く周期軌道に収束する状況を示している。自励系でない
ため，Poincaré断面を取り，次元を落として観察してみる。外国金利の強制振動項が周期 ２πなので，




　次に ε = 0.7として，（11）-（13）の数値計算をしてみる。解軌道の (Y, E)-平面への射影を図６に示
図 3：周期的変動への収束。ε= 0.34のとき，(Y, E)-平面で解軌道の，周期軌道への収束が観察される。
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